


ベア記者は見た！



ベア記者が見たものは?!



せんたくもの ? ?

夏の日の幻想か？
それとも…？

ベア記者は見た！

果たしてこれは？！

追い剥ぎなのか、いや…
皮？だからカワハギか？！

　ジリジリとした夏が鼻の頭に、毛皮に突き刺さるこの時期に、とある読者からの連絡が。

現場に到着したベア記者が眼にした光景は、この様な事件の後にしてはのんびりし過ぎる、しかし何

も無かったにしては、首を傾げたくなるものであった。

　この鳥の皮は…いや、ファスナーが付いているから着ていた物なのだろうか？
　鳥の翼にしては が短い。が、しっかりと水をはじきそうな伸びやかさで もがっしりと

している。そして何より、まるで重力に縛られる事など知らぬような柔らかな柔らかな 。

　この素晴らしき、まさに分身とも言える ものを置いていくとは考えられまい。いったい何が？

　すぐにでも持ち主の正体を突き止めたいところだが、この羽織ものを羽織ってみたい強い に

駆られ、そろそろと忍び足で近づき手にとってみた。

かに洗剤の香りがする…
せんたくものだ…
……

　この見慣れぬ、 な優美な羽織ものの持ち主は誰なのであろうか、そして現在、どんな格好でい

るのであろうか…？
　私は羽織る事に いをおぼえ、現場を後にした。

　調査の結果、この優美な羽織ものの持ち主は、干し終わり安心して木に止まり休んでいたところ、

その木が陸ガメの背に生えた木であった事から、知らぬうちに、ここから遥か離れた場所まで移動し

ていたそうである。戻って来る時間は陸ガメ次第ということだそうである。

（べあ熊っ通信社・ベア記者）
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